
令和３年度「地域連携による障害者の生涯学習機会の拡大促進」実践研究事業

ノーマライゼーションという言葉のいらないまちが取り組む
障害者等の学びの場づくり

広域的な研究成果普及・人材育成等を目的とした
ブロック別コンファレンスの実施に関する
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日 程：2022年1月15日(土)
会 場：陸前高田市民文化会館

「奇跡の一本松ホール」
テーマ：SDGsと「障害者の生涯学習」推進に

向けた共生社会コンファレンス
～ノーマライゼーションという言葉のいらないまち・

陸前高田市からの発信～

開催方式：ハイブリッド開催(リアル＋YouTube
での同時配信およびアーカイブ配信)

チラシ配布先：県教委(6カ所600枚)、市町村
担当部局(33カ所2140枚)、特別支援学校
(17校3120枚)、および陸前高田市内の関係
団体(計600枚)

https://takata-cityhall.jp/


分科会①
文化芸術を通じた障害者の生涯学習～地域と溶け合う
学びに向けて～
「表現」を通じて人の心や想いを表出させる文化芸術活
動を事例に学び合います。
ファシリテーター：柴崎由美子さん（NPO 法人エイブ
ル・アート・ジャパン）
登壇者：田口ひろみさん、引地奈美さん（NPO 法人
ポラリス）/ 松田文登さん、丹野晋太郎さん（株式会
社ヘラルボニー）/田﨑 飛鳥さん（画家・陸前高田
市ノーマライゼーション大使）

分科会②
障害者の生涯学習を支える取組～岩手県内の障害者
アート・スポーツ活動～
「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学大臣
表彰受賞団体（令和２・３年度）の実践から学び合
います。
ファシリテーター：岩渕忠徳さん(岩手県教育委員会
事務局)発表団体：社会福祉法人光林会「るんびに
い美術館」（岩手県花巻市）/特定非営利活動法人
アートで明るぐ生ぎるかわさき（岩手県一関市）/ 久
慈地域卓球バレー協会（岩手県久慈市）

分科会③
陸前高田市で実践する持続可能な取組～ SDGs 未
来都市で推進する障害者の生涯学習～
未来言語ワークショップなど体験型の生涯学習を通じて
障害者と混ざり合うため手法を学び合います。
ファシリテーター：須藤シンジさん（NPO 法人ピープ
ルデザイン研究所）
発表団体：障害者就労継続支援事業所あすなろホー
ム（陸前高田市）/ 陸前高田市ユニバーサル就労支
援センター
未来言語ワークショップ：株式会社ヘラルボニー



・施設の2箇所に配信機材を設置し、

来場者が、館内の部屋を自由に行き

来できるように運営した。

・受付業務には就労体験を兼ねて陸

前高田市内の障害当事者の方(2

名)に参加してもらった。

・当日のホールでの司会進行も障害

当事者の方と、それをサポートする施

設長の2名で担当してもらった。

・ロビーには、当日の分科会で発表さ

れる障害者アートの一部(計20枚)

を展示。そのほか卓球バレーが体験

できるように卓球台も2台設置した。

受付脇には、色盲体験と視線入力

体験ができるように、PCも設置した。



文部科学省の趣旨説明

戸羽太陸前高田市長からのメッセージ

分科会①の対話セッションまとめ

松田文登さんがヘラルボニーの取組を説明

川畠成道さんの特別公演

会場で柴崎さんが田﨑飛鳥さんにインタビュー

柴崎由美子さん（NPO 法人エイブル・アート・ジャパン） 田﨑飛鳥さんのドキュメンタリーを投影



分科会②「るんびにい美術館」の取組説明

分科会①NPO 法人ポラリスの取組説明

分科会②久慈地域卓球バレー協会の取組説明

分科会③陸前高田市で実践する持続可能な取組

分科会③ユニバーサル就労支援センターの取組説明

分科会③あすなろホームの取組説明

分科会②アートで明るぐ生ぎる
かわさきの取組説明



コンファレンスの実施成果と今後の展望

会場来場者数: 70名

アーカイブを含む配信動画視聴者数: 256名(3月1日時点)

午前の全体会、午後の分科会①、夕方のクロージングのアーカイブ配信

https://www.youtube.com/watch?v=9wogA...

分科会②、分科会③のアーカイブ配信

https://youtu.be/WdtbssoFVjo

・コロナの第6波が到来し始めた時期だったため、岩手県の意向も受けて、直前(1月8日)に、「原則、ウェブで視聴できる

人は、そちらから視聴していただく」という方針とし、現地でリアルに視聴する来館者の数を最小限にする形でコンファレンスを

実施した。

・仮に、コロナがもう少し落ち着いていた時期であれば、会場来場者数は200人程度が見込まれていた。

・分科会については、アート関連の生涯学習をテーマに発表されることもあって、ロビーなどを活用して、絵画鑑賞会が体験

できる構成にした。また、特別公演に、川畠 成道さん（ヴァイオリニスト・文部科学省スペシャルサポート大使）を招聘でき

たこともあって、コンファレンス会場は、アートあり、音楽あり、と障害者による芸術を楽しめる一日になった。

・来場した方からは、「川畠さんの演奏が素晴らしかった」「田﨑さんの絵を直に見ることができて感動した」といった声をいただ

いた。「コロナが終息していれば…、より多くの人に貴重な体験を味わってもらえたのに…」と悔しい思いは、正直なところ残っ

てしまった。

・とはいえ、全体会、および分科会を通じて、アートが持つ、障害者の生涯学習の可能性の大きさについては、再確認がで

き、来場者も含めて、多くの人に、今後の取り組みに向けた意義深いサジェスチョンを与えることができたと思う。

https://www.youtube.com/watch?v=9wogA7cr6C0&t=0s
https://youtu.be/WdtbssoFVjo

